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A. 研究目的 
 本研究班の役割は一類感染症等の患者の医療を
担当する特定及び第一種感染症指定医療機関を支
援し，国の厚生行政に貢献することである．2013-
16 年の西アフリカにおけるエボラ出血熱（EVD）
の流行では欧米においても 27 名の患者が治療さ
れ，知見が蓄積されてきている．患者の発生がな
かったわが国においてもこれらの知見を学び，課
題を明らかにしておく必要性がある．特に新規抗
ウイルス薬，集中治療等については情報収集し，
日本国内の診療体制の整備に貢献する必要がある． 
 
B. 研究方法 
抗ウイルス薬・ワクチン  
 西アフリカ，およびコンゴ民主共和国（DRC）で
流行しているEVDについて，実験的治療薬の使用
状況について，世界保健機関（WHO）等の情報や
学術論文を通じて調査することとした． 
 
感染管理 
米国ネブラスカ大学医療センター等の視察，特

定・第一種感染症指定医療機関に質問紙調査と訪
問調査を行い，得られた情報をもとに看護と検査
に関する手順書を作成することとした． 
 

研究要旨 一類感染症の患者を実際に経験した欧米の医療機関の視察や国外専門家の招
聘を通じて，一類感染症等の臨床的対応に関連した実践的な知見を収集した．成果物と
して，集中治療と看護・検査の手順書を作成した．感染症指定医療機関の医療従事者や
行政関係者を対象とした研修会を開催したほか，ペストに対する個人防護具，新型コロ
ナウイルス感染症診療の手引きなど行政施策にも貢献する資料も作成した．チェックリ
ストを用いて，第一種感染症指定医療機関のグループによる相互評価を初めて実施し
た．また，国際会議への参加や国外専門機関等の訪問により感染症危機管理に関する情
報を収集するなど，わが国の健康危機管理に寄与したものと考えられる． 
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集中治療 
欧米の先進的な医療機関の視察，技術交流を通

じて，感染症病室における集中治療の手順書を作
成し，特定感染症指定医療機関の医療従事者を対
象にワークショップを開催することとした． 
 
感染症指定医療機関の評価 
先行研究班による第一種感染症指定医療機関に

おける一類感染症対策チェックリスを改訂して，
複数の第一種感染症指定医療機関のスタッフが施
設や機能を相互に評価することとした． 
 
医療従事者の研修 
 年２回，第一種感染症指定医療機関の医療従事
者や行政関係者を対象とした医療体制整備を目的
とした研修会を開催することした．また，E-
learning 教材の開発や厚生労働省等からの要請に
応じて，資料の作成や研修会の支援を行うことと
した． 
 
感染症危機管理に関する情報収集 

 WHO 等が主催する会議への参加を通じて，
感染症危機管理事例の発生時に有益な情報を収集
することとした．また，厚生労働省が運営する感
染症危機管理専門家養成プログラム（IDES）の人
材活用についても検討した． 
 
（倫理面への配慮） 
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C. 研究結果 
抗ウイルス薬・ワクチン  
ファビピラビルがラッサ熱にも有効性を示す症

例報告が出ている． EVD に対する試験的治療薬
（ZMapp，remdesivir（GS-5734），REGN-EB3，
mAb114，favipiravir）のうち．REGN-EB3，mAb114
に効果が期待できることなどの情報を第一種感染
症指定医療機関の医療従事者に研修会等を通じて
提供した． 

 
感染管理 

EVD を始めとする一類感染症等の患者に対す
る看護（防護具，患者の移動，検体管理，汚染物処
理，廃棄物処理，配膳）、と院内検査について，文
章と写真を用いて解説した手順書を作成した． 

集中治療 
独フランクフルト大学病院，米国ネブラスカ大

学医療センターを視察し，ウイルス性出血熱患者
の診療における気管挿管，中心静脈穿刺，持続的
腎代替療法（CRRT）の手順書を作成した． 
また，集中治療ワークショップを開催した（2019

年 10 月 30 日～31 日）．成田赤十字病院と国立国
際医療研究センターから，感染症専門医，集中治
療専門医，看護師，臨床工学技士が参加し，りんく
う総合医療センターの診療チームが技術指導を行
った． 

 
感染症指定医療機関の評価 
平成 29 年度にチェックリストを改訂した．平成

30 年度は日赤和歌山医療センター，名古屋第二赤
十字病院，成田赤十字病院で相互評価を初めて実
施した．令和元年度には石川県立中央病院を会場
に福井県立中央病院，山梨県立中央病院，成田赤
十字病院の医療従事者（医師，看護師，臨床検査技
師等）による相互訪問が実施された．評価の点数
化は実施せず，チェックリストの項目の解説，ヒ
アリングや施設見学を踏まえての質疑応答が行わ
れた． 
 
医療従事者の研修 
毎年度，第一種感染症指定医療機関に案内を送

付し，東京と大阪で「一類感染症受け入れ体制整
備研修会」を開催した．各回 100 名前後の参加者
があった．一類感染症等の発生状況・症例定義，新
規に指定された感染症指定医療機関の取り組み，
輸入感染症，外国人診療等をテーマに講義と活発
な討議が行われた．個人防護具の着脱等について，
動画を作成して公開した． 
令和元年度には，国立国際医療研究センター・

国立感染症研究所を会場に動物由来感染症講習会
を開催した．医師 11 名が参加した．また，トル
コにおける厚生労働省一類感染症等予防・診断・
治療研修（2019 年 6 月 30 日～7 月 6 日）の企画
と参加医師５名の引率を行った．クリミア・コン
ゴ出血熱の患者を実際に診療することができた． 
 
感染症危機管理に関する情報収集 
平成 30 年度は WHO の専門家ネットワーク

（GOARN）主催のワークショップに参加し，感染
症アウトブレイク時の臨床研究について討議した．



また，米国疾病管理予防センター，イングランド
公衆衛生局を訪問し，感染症関連の法令等を中心
に専門家と討議した．米国エボラ研修センター
（NETEC）が主催するワークショップに参加し， 
患者の医療について討議した．バングラデシュで 
発生しているニパウイルス感染症の医療体制を調
査した． 
令和元年度は米国衛生研究所において開催され

たシンポジウムに参加し，国内で EVD の患者が発
生した場合の対応などについて，米国関係者と情
報交換した．また，米国国家災害医療システム
（NDMS）が主催する一類感染症等の患者発生時
の患者搬送と遺体ケアに関する手順と教育に関す
る会議に参加し，日本の感染症医療体制と患者搬
送に関する講演を行った．  
 
行政施策への貢献 
 平成 29 年度は検疫所ホームページの内容を検
討し，推奨される予防接種およびマラリア予防薬
についてまとめた．平成 30 年度はペストに対する
個人防護具の手引き，重症熱性血小板減少症候群
（SFTS）診療の手引き改訂版を作成した．令和元
年度には，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
診療の手引きを作成した．各種手引きは事務連絡
等を通じて，感染症指定医療機関等に周知された． 
 
D. 考察 
本研究班は 2014－16 年の西アフリカにおける

EVD の過去最大の流行を受けてスタートするこ
とになった．日本国内では 9 例の疑似症患者の報
告があったのみであり，患者の治療を実際に経験
する機会がなかったことは最大の課題と考えられ
た．先行研究班によりウイルス性出血熱診療の手
引きは公表されていたが，診療の実際に則した具
体的な手順を確認していくことが今後重要と考え
られた． 
この当初の目標は着実に達成されたと考える．

集中治療の手順書が作成され，特定感染症指定医
療機関の医療従事者を対象にワークショップが開
催された．国内の先進的な医療機関間での本格的
な技術交流の開始と位置づけることができ，この
分野の更なる発展が望まれる．また，看護と検査
に関する手順書は先行研究班によるウイルス性出
血熱診療の手引きを補う実践的な内容で，西アフ
リカにおける EVD 流行後の 3 年間に日本国内の

準備状況が着実に進歩していたことを反映するも
のと考えられた． 
 感染症指定医療機関の評価では，本研究班の成
果物であるチェックリストを用いて，第一種感染
症指定医療機関のグループによる相互訪問が継続
して実施された．行政による監査とは異なり，当
事者同士のピアレビューは率直な意見交換を容易
にすると考えられる．しかし，各県に一つの第一
種感染症指定医療機関を広域にグループ化するこ
とは困難で，何らかの行政からのアプローチ（例
えば，補助金交付の条件として相互評価を義務づ
けるなど）が必要と考えられた．  
国立国際医療研究センターが窓口となり，東京

と大阪で第一種感染症指定医療機関と行政関係者
を対象とした研修会を定期的に開催した．行政と
感染症指定医療機関の間で話し合いを持つ場とし
て定着している．  
患者の治療や医療従事者の曝露後発症防止にお

いて，抗ウイルス薬やワクチンも有効な手段にな
ると考えられる．WHO を中心に開発中の医薬品
をアウトブレイク時に使用する MEURI 等の枠組
みが形成されつつある．欧米より取り組みが遅れ
ている分野と考えられ，専門家間の協力体制の構
築が今後重要となるであろう．  

2020 年 1 月には COVID-19 の患者が国内でも
報告されるようになった．呼吸不全に対する集中
治療が注目されることとなり，本研究班のこれま
での取り組みが有用であった．診療の手引きを速
やかに作成して，国内の医療機関に情報提供でき
たことは行政施策の貢献という視点からも本研究
班のミッションが果たせたものと考える． 
 
E. 結論 
 3年間のまとめとして，集中治療や看護・検査
の手順書を整備することができた．また，特定感
染症指定医療機関間で集中治療ワークショップを
初めて開催することができた．感染症指定医療機
関の医療従事者や行政関係者を対象とした研修会
を開催したほか，感染症指定医療機関のグループ
による相互評価を実施した．また，国際会議に参
加して感染症危機管理に関する情報を収集した．
さらに，COVID-19 の診療の手引きを速やかに公
表するなど，わが国の健康危機管理に寄与したも
のと考える． 
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会，神戸，2019 年（2 月） 

・ 倭正也．ワークショップ 6 輸入感染症に対す
る院内感染対策-発疹患者への対策-，第 34 回
日本環境感染学会総会・学術集会，神戸，2019
年（2 月） 

・ 馳亮太．ワークショップ 6 輸入感染症に対す
る院内感染対策-発熱患者への対策-，第 34 回
日本環境感染学会総会・学術集会，神戸，2019
年（2 月） 

・ 西條政幸．バイオテロと天然痘ウイルス．
第 66 回日本ウイルス学会・ICD 講習会，京
都，2018年（10 月） 

・ 西條政幸．高病原性病原体による感染症(バ
イオテロを含む)の検査体制と備え．第 67
回日本感染症学会東日本地方会・第 65 回日
本化学療法学会東日本支部総会合同学会，
東京，2018 年（10月） 

・ 倭正也．ウイルス性出血熱疾患における急性
血液浄化療法，第 29 回日本急性血液浄化学
会学術集会，名古屋，2018 年（10 月） 

・ 加藤康幸，忽那賢志．重症熱性血小板減少
症候群（SFTS）診療手引きの作成，第 1 回
SFTS 研究会・学術集会，東京，2018年 (9
月)  

・ 末盛浩一郎，東太一，山中篤志，姫路大
輔，川村昌史，葉久貴司，大毛宏喜，谷口
智宏，今滝修，高橋徹，石田正之，日高道
弘，金子正彦，池田賢一，上国料千夏，垣
花泰之，石丸敏之，竹中克斗，下島昌幸，
河野茂，西條政幸，安川正貴．重症熱性血
小板減少症候群に対するファビピラビルの
有効性と安全性の検討（シンポジウム），第

1 回 SFTS研究会・学術集会，東京，2018
年（9 月） 

・ 倭正也．重症熱性血小板減少症候群
（SFTS）多臓器不全症例における AN69ST
膜を用いた急性血液浄化療法によるサイト
カインストーム制御の可能性，第 1 回 SFTS
研究会・学術集会，東京，2018 年 (9 月)  

・ 加藤康幸．わが国における輸入感染症の動
向と課題．第 92回日本感染症学会学術講演
会，岡山，2018 年（6 月） 

・ 加藤康幸．新興感染症対策としての院内検査
室の役割．第 29 回日本臨床微生物学会学術
集会, 岐阜，2018年（2月） 

・ 倭正也, 山内真澄, 深川敬子. 重症熱性血小
板減少症候群 (SFTS) 診療における環境感
染対策について. 第 33 回日本環境感染学会
学術集会, 東京, 2018年（2月） 

・ 飯塚明寿, 山内真澄, 深川敬子, 倭正也. 一
類感染症病室 X 線撮影における FPD 遠隔操
作システムの構築. 第 33 回日本環境感染学
会学術集会, 東京, 2018年（2 月） 

・ 倭正也, 救急領域における感染対策 -輸入感
染症を中心に-. 第 87 回日本感染症学会西日
本地方会学術集会/第 60回日本感染症学会中
日本地方会学術集会/第 65回日本化学療法学
会西日本支部総会, 長崎, 2017年 (10 月) 

・ 倭正也. エボラ出血熱と透析治療. 第62回日
本透析医学会学術集会, 横浜，2017 年 (6月) 

・ 加藤康幸，足立拓也．黄熱：アンゴラにおけ
る再興と国際的な対策．第 91 回日本感染症
学会学術講演会, 東京，2017 年（4 月） 

 
G. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得 
    なし  
2. 実用新案登録 
    なし 
3. その他 
    なし
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